
小松市地域女性活躍推進事業 【小松市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 5,000 千円

交付金額 2,475 千円

事業番号 １

子ども食堂、フードバンクを実施する民間団体、
障がい者相談支援センター、ハローワーク
すこやかセンター 、発達支援センター
高齢者総合相談センター、医療機関 等

○地域コミュニティとの接点が少なく、不安を抱えている女性が、地域とのつながりを
もてるような居場所づくり、不安感や困りごと等を相談しやすい体制づくりを進める。

○場合によっては、支援の入り口として次の支援先へ繋ぐ役割を担うため、
支援機関との連携支援体制を構築する。

市内には転勤を伴う事業所が多くあり、地域の人との交流の機会がない人が多
いこと、これに伴い、育児や健康に関する不安を抱える人や、経済的不安を抱える
人が多くいることが懸念される。
人との交流ができる場、自身の不安な気持ちや自分の思いを気軽に話すことが
できる場が必要であり、そのような窓口や居場所の需要が高まっている。

○相談窓口
相談内容に応じて、保健師、助産師、看護師が対応。面談、電話、オンライン方式
のほか、希望により訪問にて対応した。必要に応じて、関係機関と情報共有等の連携を
行い、必要な支援につなげた。

○相談、支援を行う人材育成のための研修会
不安を抱える女性へ寄り添った相談を行うためのスキルを身に付けるため、相談ニーズ
にあった研修会を開催し、人材育成に取り組んだ。

○居場所づくり（カフェの開催）
定期的にイベントを開催することで、気軽に立ち寄れる場とした。
手作りスイーツや軽食の提供を通じて、支援者と相談者が時間を共有できるように工
夫した。また、 利用者が主体となった会を企画を実施することで、ピアサポートの場づくり
を行った。

相談件数の増加に伴い、年齢層や相談内容が多様化している。
一人暮らしや夫婦二人暮らしの中高年の利用者からの生活支援相談、
継続的支援が必要な精神的な不安定さや複合的な課題を抱える方からの相談が
増加してきた。

これに伴い、様々な専門機関との連絡調整や情報共有等の連携支援体制の強化
を目指す。

○居場所づくりとして実施する「とんとんカフェ」について、週4～5日の高頻度の開
催や女性が参加しやすくなるようなイベントを行うことで、気軽に立ち寄れる場として
カフェ利用者数が年々増加しており，ニーズの高さが伺えた。

○カフェの利用をきっかけに不安や悩みを打ち明けることができ、相談につながるケ
ース、行政だけでは十分なフォローが難しい方の相談先となっているケースもあり、
課題を抱える人々の受け皿となっている。

［実績］ 年間相談件数  ： 185 件

カフェ延べ参加者数  ： 919 人

目標・KPI 目標 実績 達成率

事 業
目 標

支援機関に
つながった件数

ア
ウ
ト
カ
ム

15件 11件 73％

個別ケース会議の
実施回数

6回 10回 100％

事業KPI

相談件数 ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

180件 185件 100％

カフェ延参加
者数

850人 919人 100％



事業の概要

相談窓口

女性のための相談窓口の設置 （平日9時～16時）

相談員は、保健師、助産師、看護師

相談、支援を行う人材育成のための研修会実施

○高齢者の生活支援について考える会＜プラサポ３５＞

中高年の一人暮らしや夫婦二人暮らしの利用者からの相談が増加してい
る、生活支援について学ぶ機会を設けた。

第１回 「小松市内の生活支援サービスの現状について」報告と

ワークショップ

講師：小松市長寿介護課、小松市社会福祉協議会、

 小松市シルバー人材センター、コープおたがいさま南加賀

第２回 「小松市内の生活支援サービスの現状について」ワークショップ

第３回 「10年後の高齢者の生活支援の課題解決に向けて、

今後あればいいと思う具体的なサービスについて」ワークショップ

第４回 「保証人がいない人の入院支援について」ワークショップ、

「プラサポ35報告会」

○女性のための健康講座

「女性のからだを知ろう！ 更年期障害を中心に」

講師：小松市民病院産婦人科医師 岡 康子

居場所づくり

居場所づくりとして「とんとんカフェ」を開催（週４、5回）

ボランティア講師による
からだにやさしいヨガタイム

小松市国際交流員とクッキング

こころほぐしからだほぐし

ブラジル出身のパウロさんから

ブラジル料理の紹介

笑いヨガ
楽しい雰囲気で

笑いがあふれていました

月いち おにぎりとカレーの日

染め紙

気軽に立ち寄れる、様々なイベントを開催。

利用者がイベントについて意見を出し合い、企画から携わったり、

利用者が得意分野をもとに講師になったり、利用者同士での情報交換など

ピアサポート活動の場となっている。

カフェが相談の契機になることもある。

関係者連絡会の開催

○相談員及び支援員が情報共有し、様々な悩み等をもつ女性に 

寄り添った相談・支援ができるよう会議を開催（随時）

○市等の関係部署が集まり、現状や課題を共有、今後の連携について

 確認（年１回）

高齢者の生活支援を考える会


	スライド 1
	スライド 2

